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研究要旨 

【背景】ジャパニーズスタンダードアレルゲンは、日本人がかぶれやすいアレルゲンをシリーズ化し、接触皮膚

炎が疑われる症例に対してスクリーニングテスト的に貼布しているアレルゲンである。本シリーズは、日本接触皮

膚炎学会において 1994 年に設定され、日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会は 2008 年にアレルゲンを見直

し、“ジャパニーズアレルゲン 2008”を設定した。ジャパニーズスタンダードアレルゲンの陽性率の調査は、1993

年から開始されており、日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会においてもその調査を継続している 1)～8)。また、

同学会では、本邦におけるアレルギー性接触皮膚炎の原因物質の実態を調査する目的で、2011 年度より、皮

膚テストで原因を確定できた接触皮膚炎症例の原因物質についての調査も開始した。この調査では、2011 年

に発生した旧茶のしずく石鹸による小麦アレルギーや、2013 年に発生したロドデノール含有化粧品による脱色

素症例が迅速に報告されていた。 

【方法】同学会に所属する医療施設より“ジャパニーズスタンダードアレルゲン 2008”の 2012 年度の陽性例およ

び同年度にパッチテストで原因製品が明らかになった接触皮膚炎症例の症例情報を紙媒体で回収し検討し

た。 

【結果】“ジャパニーズスタンダードアレルゲン2008”は、96施設より2,586例が報告された。陽性率は、硫酸ニッ

ケル 16.1%であり、次いでウルシオール 11.4%、塩化コバルト 9.1%、重クロム酸カリウム 8.1%の順であった。また、

パッチテストで確認できたアレルギー性接触皮膚炎症例は103施設から1,499例の報告があり、化粧品が1,001

例（68%）と最も多く次いで医薬品及び関連製品 246 例（16%）であった。化粧品の内訳ではシャンプーが最も多

く、美容液、染毛剤の順であった。 

【結論】ここ数年で、 旧茶のしずく石鹸の事例やロドデノール誘発性脱色素斑の事例など、さまざまな安全性

に関わる、社会的な問題に発展する重要な事例が発生した。我々皮膚科医はこれらの多くの症例を経験し、改

めて接触皮膚炎の健康被害を最小限に抑制する取り組みが急務であり重要であることを改めて認識した。。こ

れまでの調査より、同じ製品で3例の症例報告があれば、有害事象を誘発する原因製品として捉えることができ

ることが明らかとなった。今後、これらの症例情報をWeb site で集積するシステムを確立することにより、より迅速

な調査体制を作り、被害の拡大に努めたい。 

 
 

A. 研究目的 

“ジャパニーズスタンダードアレルゲン 2008”の 2012

年度陽性率、2012 年度にパッチテストで原因製品が明

らかになった接触皮膚炎症例を調査することにより、本

邦における接触皮膚炎の動向を調査する。 

 

 

B. 研究方法 

対象期間：2012 年 4 月から 2013 年 3 月 

対象医療施設：日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会

員が所属する医療施設 

調査および検討内容： 

①“ジャパニーズスタンダードアレルゲン 2008”の 2012

年度の陽性率 
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②パッチテストで確認できたアレルギー性接触皮膚炎

症例 

症例情報回収方法： 

パッチテスト、プリックテストの実施例の結果をアンケー

ト用紙（紙媒体）に記入していただき郵送で回収した。 

 

C. 結果 

①“ジャパニーズスタンダードアレルゲン 2008”の 2012

年度の陽性率 

1) 集計参加施設；96 施設 

2) 集計症例数（図 1）；集計総数は 2586 例（部分貼布

例を含む）であった。性別については、男性 497例、 

女性 2012 例、性別記載なし 77 例であった。年齢に

ついては、2012 年度は 60 歳代が最も多い結果であ

った。 

3) 原疾患（図 2）；パッチテスト貼布時の原疾患は接触

皮膚炎が 1993 例と最も多く、次いで金属アレルギー

488 例、アトピー性皮膚炎 224 例の順であった。  

 

 

 

 

 

 

4) ジャパニーズスタンダードアレルゲン 2012 年度陽性

率（表 1）；2012 年度の集計で最も高い陽性率であっ

たアレルゲンは硫酸ニッケル 16.1%であり、次いでウ

ルシオール 11.4%、塩化コバルト 9.1%、重クロム酸カリ

ウム 8.1%の順であった。 

 

 

 

 

 

5) ジャパニーズスタンダードアレルゲン陽性率の推

移：各アレルゲンの陽性率の推移を表２に示す。 

・金属アレルゲン；金属アレルゲンの陽性率は、

2009 年に一旦低下したが、その後塩化第二水銀

以外の硫酸ニッケル、塩化コバルト、重クロム酸カ

リウム、金チオ硫酸ナトリウムの陽性率が高くなって

きている。 

・ゴム関連アレルゲン； ゴム関連アレルゲンでは、

チウラミックスの陽性率が 2010年、2011 年と高くな

っていたが、2012 年度は 3.5%と低下した。 

・外用剤アレルゲン；外用剤アレルゲンでは硫酸フ

ラジオマイシンの陽性率が 2010 年以降徐々に上
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昇しているが、カインミックスの陽性率は 2%程度で

推移している。 

・化粧品関連アレルゲン；化粧品に関連するアレルゲ

ンでは、パラフェニレンジアミンと香料ミックスは2010

年以降徐々に陽性率が高くなっている。ペルーバ

ルサムの陽性率は2005年以降徐々に増加していた

が、2012 年度陽性率は昨年よりも低い結果であっ

た。 

・合成樹脂関連アレルゲン；合成樹脂関連アレルゲ

ンでは、ロジン及びエポキシ樹脂の陽性率は特に

変わらないが、パラターシャリーホルムアルデヒドレ

ジンの 2012年度陽性率は 2010年度、2011年度の

1/2 に低下した 

・防腐剤関連アレルゲン；防腐剤関連アレルゲンでは、

チメロサール、パラベンミックス、ホルムアルデヒドの

陽性率は変化ないが、1993 年以降 1%前後の陽性

率であったケーソン CG の陽性率が 2011 年度の

2.7%に引き続き 2012 年度は 2.0%であった。Kathon 

CG(ケーソン CG）とはメチルクロロイソチアゾリノン

(methylchloroisothiazolinone）というイソチアゾリン系

防腐剤の１つで、  「メチルイソチアゾリノン」と「メチ

ルクロロイソチアゾリノン」の混合物の商品名であり、

日本では 1987 年にシャンプーやリンスなどの洗い

流す製品（rinse-off製品）にのみ15ppm以下で使用

が許可された。しかしながら、ロームアンドハース社

からの申請により 2004 年にケーソンＣＧに含まれる

メチルイソチアゾリノンについては、クリームや乳液

などの洗い流さない製品（leave on 製品）にも 0.01%

まで使用が許可され、現在日本では発売されている

leave on 化粧品への使用が増加していることが推測

される。また、イソチアゾリン系防腐剤は、化粧品以

外にも冷却ジェルマットや、冷却タオル、印刷用イン

クなどにも含有されており、これらの家庭用品による

感作の増加も推測される。したがって、ケーソン CG

の陽性率の増加は、メチルイソチアゾリノンを含むイ

ソチアゾリン系防腐剤の感作の増加を反映している

可能性がある。 

植物関連アレルゲン； ウルシオール、セスキテルペ

ンラクトンミックス、プリミンの陽性率には特に変化を

認めなかった。 

②パッチテストで確認できたアレルギー性接触皮膚炎

症例 

1) 集計参加施設；103 施設 

2) 集計症例数(図 3)；1,479（男性 1,297 例、女性 

182例）。男性、女性ともに60歳代が最も多い結果

であった。 
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4) 原因製品の種類；原因製品の種類は総務省 日本

標準商品分類 

http://www.stat.go.jp/index/seido/syouhin/2index.htm 

にしたがって分類した。 

パッチテストで確定された原因製品の種類は化粧品

が1,001例（68%）と最も多く次いで医薬品及び関連製品

246 例（16%）であった（表 3、図 4）。化粧品の内訳では

シャンプーが最も多く、美容液、染毛剤の順であった

（表 4）。 

今回の調査で、3 例以上の陽性症例の報告があった商

品を示す（表 5）。 

医薬品では10例以上の報告のあった商品はなく、化

粧品では、昨年問題視されたロドデノール含有化粧品

のほかに、昨年の調査に引き続き株式会社プラノアシュ

ランの商品によるアレルギー性接触皮膚炎が多く報告

されている。ロドデノール含有化粧品の症例の多さは、

2013 年 7 月４日の自主回収の前触れでもあったといえ

る。また、プラノアシュラン化粧品には、本研究の成果よ

り、厚生労働省へ報告し、厚生労働省や医薬品医療機

器総合機構 PMDA からの指導がなされた。今後の製品

の改良が期待される。 

 旧茶のしずく石鹸の事例やロドデノール誘発性脱色

素斑の事例など、これからもさまざまな安全性に関わる

重要な事例が発生すると予測される。これまでの調査よ

り、全国から 3 例の症例報告があれば、有害事象を誘

発する原因製品として捉えることができることが明らかと

なった。今後、これらの症例情報をWeb site で集積する

システムを確立することにより、より迅速な調査体制を作

り、被害の拡大を防ぐことができ得ると考える。 
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茂樹、岩田洋平、有馬豪、松永佳世子.コチニー

ル色素によるアナフィラキシーの 1 例.第 264 回日

本皮膚科学会東海地方会.2013.6.23.愛知. 

16. 合原みち、矢上晶子、森田雄介、佐々木良輔、鈴

木加余子、中村節子、稲垣とよみ、赤松眞木、橋

本隆、松永佳世子.連鎖販売による会員制化粧品

シリーズによる接触皮膚炎の検討.第 112 回日本

皮膚科学会総会.2013.6.14-16.神奈川 
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E. 知的財産権の出願・登録状況  

１．特許取得 

 なし 

２．実用新案登録 

 なし 

３．その他 

 なし 


